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１．年末年始特別警戒及び安全指導 ２．国際緊急援助隊専門家チームフィリピン派遣

　海上保安庁では、平成25年12月10日から平成26年1月10日の間、国
土交通省が実施する年末年始の輸送等に関する安全総点検に併せ
て、年末年始特別警戒及び安全指導を実施しました。
　全国各地で出動式が行われ、職員は訪船した船で救命具などの法
定設備の点検を行う他、犯罪・テロの未然防止、船舶交通の安全確
保に努めました。

　平成25年11月、台風30号の影響により、フィリピン共和国中部パ
ナイ島で発生した船舶の座礁に伴う流出油災害に対応するため、同
国政府の要請に基づき、同12月4日から13日までの間、機動防除隊
員2名を含む職員4名を国際緊急援助隊専門家チーム(油防除)として
派遣し、フィリピン沿岸警備隊の職員等に対する油防除作業手順・
方法についての指導・助言等の活動を実施しました。

○かいほニュースは海上保安庁ホームページでもご覧いただけます。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kaihonews/index.html
海上保安庁　〒100-8976　東京都千代田区霞が関2-1-3

　　　　　　　　　　　　　　　03-3591-6361（代表）
（編集・企画）海上保安庁総務部政務課 政策評価広報室

出動式の様子〔函館海上保安部〕

船内点検の様子〔高知海上保安部〕訪船指導の様子〔下田海上保安部〕 油回収方法の指導・助言

フィリピン沿岸警備隊実務者との協議

オイルフェンス設置方法の指導・助言

事故現場の状況

座礁船
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３．飛行時間２０，０００時間の飛行士

人事院総裁賞を受賞
４．巡視船「ふくえ」男女群島沖での火災船消火

　平成25年12月11日（水）、明治記念館（東京都港区元赤坂）にお
いて人事院総裁賞授与式が行われ、海上保安庁初の飛行時間20,000
時間を達成した大泉 彰上席飛行士が受賞しました。
　同飛行士は、平成25年6月25日（火）、MA870（ビーチ350）の機
長として東シナ海をパトロール中に、飛行時間20,000時間を無事故
で達成しています。

　平成25年12月6日（金）、男女群島の南西約20海里（約38キロ
メートル）付近海上で漁船の火災が発生し、五島海上保安署所属の
巡視船「ふくえ」が火災船現場に急行し、消火活動に当たりまし
た。
　なお、乗組員9名は仲間の船に救助されました。

○かいほニュースは海上保安庁ホームページでもご覧いただけます。
http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kaihonews/index.html
海上保安庁　〒100-8976　東京都千代田区霞が関2-1-3

　　　　　　　　　　　　　　　03-3591-6361（代表）
（編集・企画）海上保安庁総務部政務課 政策評価広報室

飛行時間20,000時間達成の記念撮影
(前列中央が大泉上席飛行士）

航空機操縦中の大泉上席飛行士

巡視船「ふくえ」による消火活動

漁船の火災状況

人事院総裁賞を受賞する大泉上席飛行士
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